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自己紹介

早稲田大学第一文学部哲学科心理学専修卒

準大手ＳＩ企業にて受託開発と研究開発に従事

制御系プログラマ → 業務系プログラマ・ＳＥ

インターネットと「オープン化」を契機に業務系へ

ソフトウェア工学（ソフトウェアの生産技術）の研究

2014年に起業

「オープンソース＆オープンデータによる、健全で豊かな
ＩＴ文化の創出」

地理情報システム、データ分析・可視化、AI（機械学習）
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第１部
ＩＴ、オープンデータ、市民による
社会的課題への取り組み

3



コロナ禍で脚光を浴びた、シビックテック※

※市民が中心となり、ＩＴを用いて社会課題を解決

台湾、マスクマップ、オードリー・タン氏

g0v（ガブゼロ・零時政府） 2012年～
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https://g0v.tw/
https://github.com/kiang/pharmacies
https://kiang.github.io/pharmacies/


東京都 新型コロナウイルス感染症対策サイト

プログラムのソースを公開し、シビックテックにより
全国に派生サイト（17地域で公式／公認）

ドキュメント、オープンデータ項目定義書を公開

「先進的な取組事例」（2020年「世界最先端デジタル国家創
造宣言・官民データ活用推進基本計画」）
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https://github.com/tokyo-metropolitan-gov/covid19
https://www.code4japan.org/wp-content/uploads/別添自治体向け説明資料_20200331.pdf
https://www.code4japan.org/wp-content/uploads/opendata_spec_covid19.xlsx
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/pdf/20200717/siryou1.pdf
https://stopcovid19.metro.tokyo.lg.jp/
https://stopcovid19.code4japan.org/


新型コロナウイルス対策ダッシュボード

厚労省や自治体のオープンデータを集約して可視化

株式会社jig.jp 福野氏
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https://docs.google.com/spreadsheets/d/1SPqnO0yLn8ubax96sDJZVDcjAH8QT1suLCIgroPGVHY/
https://www.stopcovid19.jp/


オープンデータとは

国、地方公共団体及び事業者が公開するデータ

営利目的、非営利目的を問わず二次利用可能なルールが
適用されたもの

機械判読に適したもの

無償で利用できるもの

オープンデータの意義・目的

国民参加・官民協働の推進を通じた諸課題の解決、経済活性化

行政の高度化・効率化

透明性・信頼の向上

7 オープンータ基本指針（高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部・官民データ活用推進戦略会議決定）

https://cio.go.jp/sites/default/files/uploads/documents/data_shishin.pdf


EBPM（エビデンスに基づく政策立案）

「その場限りのエピソードに頼るのではなく、政策目的
を明確化したうえで合理的根拠（エビデンス）に基づく
ものとする」 － 内閣府におけるEBPMへの取組

地域経済分析システム（RESAS）

V-RESAS -新型コロナウイルス感染症が地域経済に与える
影響の可視化
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https://www.cao.go.jp/others/kichou/ebpm/ebpm.html
https://resas.go.jp/
https://v-resas.go.jp/
https://v-resas.go.jp/#population


政府によるオープンデータの現状

政府CIOポータル
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https://cio.go.jp/
https://cio.go.jp/itdashboard/opendata


政府のデータカタログサイト

DATA GO JP
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https://www.data.go.jp/
https://www.data.go.jp/


政府の統計データ

e-Stat
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https://www.e-stat.go.jp/
https://www.e-stat.go.jp/


地理空間情報の政府オープンデータ

国土数値情報ダウンロードサービス
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https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html


3D都市モデルのオープンデータ

PLATEAU
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https://www.mlit.go.jp/plateau/


オープンデータのライセンス

オープンデータは All Some rights reserved

著作権を保持した上で、条件を明確にして利用許諾

Creative Commonsライセンスによる利用許諾が主流

CC BY 適切なクレジット表示が条件

CC BY-SA 適切なクレジット表示と、ライセンスの継承が条件

CC0 著作権なし

NC（非営利）やND（改変禁止）という条件が付く
CCライセンスもあるが、それらを適用したデータは
オープンデータとはみなされない
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https://creativecommons.org/
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja
https://creativecommons.org/licenses/by-sa/4.0/deed.ja
https://creativecommons.org/publicdomain/zero/1.0/deed.ja


5つ星オープンデータ

Webの発明者ティム・バーナーズ＝リーが提唱
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オープンな
ライセンス

機械判読可能

オープンな
フォーマット

一意な識別子

リンクしたデータ
Linked Open Data

https://5stardata.info/ja/


オープンデータの活用例

子どもとお出かけ情報サイト「いこーよ」

「図書館」「児童館」「公園」等の施設情報、イベント情報

地方自治体との連携（オープンデータ化の提案、連携協定）

オープンデータ100選定
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https://iko-yo.net/
https://actindi.net/service/municipality/
https://cio.go.jp/opendata100
https://iko-yo.net/


オープンデータの活用例

公共交通のリアルタイム3Dマップ「Mini Tokyo 3D」

第3回 東京公共交通オープンデータチャレンジ 最優秀賞

オープンソース
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https://minitokyo3d.com/
https://tokyochallenge.odpt.org/2019/award/index.html
https://github.com/nagix/mini-tokyo-3d
https://minitokyo3d.com/


オープンデータの活用例

新潟市民向けアプリ「ガタリコ」

アーバンデータチャレンジ2020 金賞受賞作品

ゴミ収集情報、不審者や熊の出没情報、イベント情報など
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越後データ
プラットフォーム

新潟に関するデータを収集

https://apps.apple.com/jp/app/ガタリコ/id1538308049
https://urbandata-challenge.jp/news/udc2020prize
https://apps.apple.com/jp/app/ガタリコ/id1538308049


チャレンジ三兄弟

オープンデータ活用のコンテスト

Linked Open Data（LOD）チャレンジ

Linked Open Dataづくりとデータの活用

アーバンデータチャレンジ

公共データを活用したコミュニティづくりと作品コンテスト

チャレンジ！オープンガバナンス

自治体から出された課題に対し、市民・学生が解決に取り組む
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https://2020.lodc.jp/
https://urbandata-challenge.jp/
http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/padit/cog2021/


OpenGLAM

文化施設（Gallery, Library, Archive, Museum）の
オープン化

日本での取り組みは遅れていた

ジャパンサーチ（2020年 正式公開）

日本のデジタルアーカイブのポータルサイト

国立国会図書館が運用
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https://jpsearch.go.jp/
https://jpsearch.go.jp/


SaveMALK
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COVID-19の影響による図書館の動向調査

2020年4月から19回の調査を実施し、データをCC0で公開

https://savemlak.jp/
https://savemlak.jp/wiki/covid-19-survey
https://savemlak.jp/wiki/saveMLAK:プレス/20210531


市民が作るオープンデータ

Wikipedia

誰でも編集できるフリー百科事典（CC BY-SA）

オフラインイベント「ウィキペディアタウン」

OpenStreetMap

自由に編集し、自由に利用できる地図（CC BY-SA）

地理情報データとして活用可能（ODbL）

オフラインイベント「マッピングパーティー」

Mapillary

市民の手で作る「ストリートビュー」（CC BY-SA）

青空文庫22

https://ja.wikipedia.org/
https://www.openstreetmap.org/
https://www.mapillary.com/
https://www.aozora.gr.jp/


Wikidata

誰でも編集できるフリーの知識ベース（CC0）

主語、述語、目的語の3つ組で定義
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念仏地蔵（横浜市旭区）

Q90858440

旭区 横浜市

日本の区 政令指定都市

念仏塔

石仏

地蔵菩薩

菩薩

元禄

日本の元号

宝永貞享

舟形光背型

レリーフ

分類

分類

上位クラス

題材 位置する行政区画

位置する
行政区画

分類 分類

形状

制作技法

分類分類

時代

分類

前 後

画像

分類と上位クラスについては
Help:基本プロパティ を参照

神奈川県位置する
行政区画

都道府県

分類

直下の行政区画直下の行政区画

前後

仏像
上位

クラス

https://www.wikidata.org/
https://www.wikidata.org/wiki/Q90858440
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:念仏地蔵（横浜市旭区上白根町）.jpg
https://www.wikidata.org/wiki/Help:Basic_membership_properties/ja


シチズンサイエンス

iNaturalist

生物の観察記録を
公開・共有

種の同定にはプロの
科学者も協力

データのライセンスは
参加者が選択

オープンデータとは
限らない
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https://www.inaturalist.org/
https://www.inaturalist.org/observations?place_id=any&user_id=tk01k&verifiable=any


シチズンサイエンス

みんなで翻刻

くずし字で書かれた
古文書を活字化

AIくずし字認識が
サポート

翻刻文データの
ライセンスは
CC BY-SA
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https://honkoku.org/
https://honkoku.org/


終活としてのオープンデータ

インターネット創成期の多くの個人コンテンツが消失

プラットフォームの消滅、著作権保護によりコピー不可

ライセンスは重要

オープンなライセンスなら、たとえプラットフォームが
失われても、どこかでコンテンツが残る可能性がある

ウィキメディア財団の使命声明

「ウィキメディア財団は未来永劫、これらのプロジェクト群か
ら有用な情報を得て、インターネット上で無料で利用可能なも
のとして維持しつづけます」

GitHubのArctic Code Vault

北極圏の永久凍土の地下250mでソースコードを保存26

https://meta.wikimedia.org/wiki/Mission/ja
https://archiveprogram.github.com/arctic-vault/


第２部
当社の取り組み紹介

27



オープンデータの作成と公開

江戸後期 武蔵・相模国村名マップ

江戸時代の地誌『新編武蔵風土記稿』『新編相模国風土記稿』
に記載された村を地図上に配置

国会図書館デジタルコレクションの該当ページにリンク

元データはLODチャレンジ2015にてGeoNames.jp賞を受賞
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https://fudoki.midoriit.com/
https://www.lodc.jp/challenge2015/blog/2016-02-19/HPC-index.html


オープンデータの作成と公開

石造物3Dアーカイブ

石造物3Dアーカイブプロジェクト（篠田 浩輔、小池 隆）

フォトグラメトリで石造物の3Dモデルを作成して公開

アーバンデータチャレンジ2019にて金賞受賞

29

https://stonework-3d-archive.github.io/
https://urbandata-challenge.jp/highlight/udc2019prize
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:天狗道祖神（町田市南成瀬）.stl
https://stonework-3d-archive.github.io/map/


月待ビンゴ プロジェクト

月待塔 - 特定の夜に信仰行事を行う講中が造立した石塔

Twitterを用いて「月待塔」の情報を収集・公開

価値ある情報を膨大なツイートに埋もれさせない

必要なのは「#月待ビンゴ」と位置情報と写真

ゲーミフィケーション、オープンデータ

Twitterの拡散力、コミュニティ形成力も活用
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https://moon.midoriit.com/
https://moon.midoriit.com/index.php?user=tsukimachito


月待塔オープンデータ

日本各地の月待塔のデータをGitHubで公開

20名以上の参加者、 4,200件を超えるデータ

Web地図上で攻略マップとして公開

ヒートマップ、時系列マップとして可視化

LODチャレンジ2019にてデータ分析・可視化部門 優秀賞受賞
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https://github.com/midoriit/tsukimachito
https://moon.midoriit.com/map/
https://moon.midoriit.com/map/heatmap.html
https://moon.midoriit.com/map/timeseries.html
https://2019.lodc.jp/archives/2019/awardCeremony2019.html
https://moon.midoriit.com/map/heatmap.html
https://moon.midoriit.com/map/timeseries.html


AIでオープンデータをより豊かに

データエンリッチメント

AIで画像から物体検出した結果を月待塔オープンデータに付加

「念佛」と刻まれた月待塔について分析

月待塔のうち、十九夜塔に「念佛」が
多い（既知）

ただし、「念佛」が多いのは関東の
十九夜塔で、福島・長野の十九夜塔
では少ない（新発見?）

第126回 人文科学とコンピュータ研究発表会
「深層学習を用いた石造物の検出と分類 」
（スライド、論文）32

https://www.slideshare.net/tk01k/ss-248421563
http://id.nii.ac.jp/1001/00211112/


車載カメラとAIによる路傍の石造物調査

AIで動画から石造物と文字、像を検出

プレスリリース「車載カメラで撮影した動画からAI（人工知能）
で路傍の石仏や石造物を検出する技術を開発」33

https://www.value-press.com/pressrelease/267465
https://midoriit.com/video/DJI_0464_09920.mp4


データ公開

OpenStreetMapのデータを活用し、位置情報から取得
した道路種別と道路名称をメタデータに付加して公開
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https://stone.midoriit.com/


ご清聴ありがとうございました
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midoriit.com

https://midoriit.com/

